
 

 

 

 

 

 

 ２０２２年も残りわずかとなりました。冬休みも目前です。各学年の「冬休みのしおり」等を参考に，

安全で健康な冬休みとなることを願っております。 

 

 

 １１月２５日（金）に「鳴門市人権教育研究大会」が開催されました。今年度は，規模を縮小して，

各校の人権教育担当教員と指導の市内各校の校長先生のみが参会しての研究会となりました。本校

は，１年１組・２年１組・４年２組・６年２組の４学級が公開授業を行いました。どの学級も真剣に

考え，伝え合おうとする一生懸命な子どもたちの姿が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 人権・ボランティア（いじめ防止）委員会が，林崎小学校をふわふわ言葉（言われてうれしい言葉）

でいっぱいにしようと各学級にふわふわ封筒を設置し，集まったふわふわ言葉を紹介しています。

ふわふわ言葉がどんどん広がることを願って活動しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R４年度 Ｎｏ.８ 

令和４年１２月２１日 

学校スローガン「自分も人も大切にし，ともに伸びる林崎っ子」 

人権についてしっかり考えよう ～鳴門市人権教育研究大会～ 

※裏面につづく 

1年「あの子」 

【家庭数での配付です。】 

2年「たんじょう日」 ４年「せきが空いているのに」 ６年「渋染一揆」 

林崎小学校をふわふわ言葉でいっぱいにしよう！ 



 

 

 １１月２９日（火）に５年生が「なると第九学習」で 

ドイツ村公園に出かけました。ドイツ館や板東俘虜収容 

所跡の見学を通して，約１００年前の俘虜収容所での板 

東の人々とドイツ人俘虜との交流について学びました。 

鳴門市が世界に誇る国境を越えた交流に人類愛を感じる 

ことができました。 

 

 

                    １１月２９日（火）に６年生を対象に，徳島大学の奧田 

                   先生をお迎えして，薬物乱用防止教室を実施しました。 

                    特にたばこやアルコールの害について改めて詳しく学 

                   ぶことができました。たばこのキャラクターまで登場し 

                   て，楽しい雰囲気の教室となりました。今後，誘惑があっ 

                   たとしても，「正しく判断し正しく行動する」ための大切 

                   な知識を教えていただきました。 

                    

 

 

 以前にもお知らせしたとおり，今年度より，市内全ての小中学校で学校運営協議会制度（コミュニ

ティースクール）が導入されています。学校・保護者・地域が協働して子どもたちを育てていこうと

いう考えに基づいた仕組みです。今後，地域と協働した取組を「ＣＳだより」として紹介していきま

す。（不定期掲載です。） 

 

                １１月１５日（火）に第２回学校運営協議会を開催しました。 

               学校の現状や課題について話し合った後，校内を案内しました。 

        子どもたちの頑張る姿を温かい眼差しで見てくださいました。 

                また，橋の架け替え工事に伴う登校時の見守りを，委員の皆様 

               にお世話になっています。寒さ厳しい中，本当にありがとうござ 

               います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 学校ホームページにカラー版の林崎小だよりを掲載しています。 

ＣＳ（コミュニティースクール）だより 

ボランティアガイドさんによる説明 

なると第九学習（５年生） 

【第２回学校運営協議会】 

【防災学習（４年生）】 

【発電機の点検】 

薬物乱用防止教室（６年生） 

学校運営協議会委員で川東

地区自主防災会会長の田口さ

んが４年生対象に防災学習を

実施してくださいました。 

地域に起こった過去の災害

について詳しく教えてくださ

いました。 
自主防災会と婦人会による

発電機の点検です。もしもの災

害に備えてくださっています。 


